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健康福祉部社会福祉課 

0548-23-0070 

 
身近な福祉について語ろう 

 
 

（内容） 

身近な福祉をテーマに中学生、大学生、社会福祉協議会職員、民生委員児童委員

が同じテーブルを囲み、お互いに耳を傾け、地域の課題に気づきを持ち、地域福祉

について考え学び合う。（今回で 13回目） 
 

≪テーマ≫ 

「福祉のまちってどんなまち」～みんなが気持ちよく暮らすには～ 

 

１ 日時 

平成 28年 10月３日（月） 午後３時 30分 ～ 午後５時 45分（予定） 

 

２ 場所 

牧之原市総合健康福祉センター さざんか ２階会議室１～３ 

 

３ スケジュール 

(１) 開会 あいさつ 

  ア 民生委員児童委員代表 杉本 正 会長 

  イ 社会福祉課長     大石 弘子 課長 

  ウ 日程の説明      板倉 憲子 副会長 

(２) グループでの話し合い（15：40頃） 

(３) 発表のためのまとめ（16：00頃） 

(４) グループ発表（16：30頃） 

(５) 感想・お礼のことば 

  ア 榛原中学校生徒代表  杉山 彩さん 

  イ 静岡産業大学学生代表 選出中 

  ウ 民生委員児童委員代表 大石 武久 副会長 

 

４ 出席予定者（人数は予定です。） 

(１) 榛原中学校福祉委員（18人） 

(２) 静岡産業大学学生（６人） 

(３) 牧之原市社会福祉協議会職員（４人） 

(４) 牧之原市榛原地区民生委員児童委員（48人） 

(５) 牧之原市健康福祉部職員 

 

主催  牧之原市榛原地区民生委員児童委員評議会 


